


おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

第2回  神恩感謝灯りのまつり
日本人の心のふるさとともいえる伊勢の地で、五穀の稔りに感謝する神宮の重要な祭典

「神嘗祭」「新嘗祭」を奉祝し、提灯の灯りでおかげ横丁一帯を彩る「灯りのまつり」を

開催いたします。

神宮の神様に捧げる、おかげ横丁の秋の祭りの数々を通して、伊勢の秋の情趣を深く味

わってみてはいかがでしょうか。

日　時／10月10日（土）～ 11月24日（火） 提灯の点灯　夕暮れ～20時頃

場　所／おかげ横丁一帯（入場無料）

※天候や諸事情により、変更又は中止になる場合がございます。

おかげ横丁 × YEBISU「黄金の宴」
「第2回 神恩感謝 灯りのまつり」の開催にあわせ、2日間限定の特別企画「おかげ横丁 × 

YEBISU 黄金の宴」を開催いたします。幻想的な提灯の灯りに包まれながら、3種のヱ

ビスビールとおかげ横丁の料理をぜひご堪能ください。

日　時／10月10日（土）・10月11日（日）　９：30 ～18：30

メイン会場／おかげ横丁内「ゑびす屋台」

当日券（3枚綴り）／2,000円（税込）

                            【利用方法】1枚につき「ゑびす屋台のヱビスビール（1杯700円）」

　　　　　　             または、下記対象店舗で700円分の飲食券としてご利用いただけます。

　　　　　　　　　　【対象店舗】海老丸／団五郎茶屋／ふくすけ／すし久／

　　　　　　　　　　伊勢鮨 海さち山さち／はいからさん

　　　　　　            ※お釣りは出ません

【特典】ご購入の方に「特製ヱビスタンブラー」をプレゼント！

※両日先着250名様／2日間合計500名様限定です。

お問い合わせ／おかげ横丁総合案内「おみやげや」電話0596-23-8838

「戦国時代の伊勢①」～応仁・文明の乱と伊勢国司北畠氏～

戦国時代は京都の町を焼け野原にした応仁・文明の乱から始まります。群雄割拠の時

代で、御遷宮が120年も中断したのです。決して対岸の火事ではなかった戦国時代の

伊勢について岡野先生にシリーズでお話しいただきます。1回目は室町幕府と敵対す

る南朝勢力として生まれた伊勢国司北畠氏が応仁・文明の乱を経て、伊勢守護に任命

されるまでの経緯を取り上げます。

日　時／9月28日（月）13：30 ～ 15：00

場　所／五十鈴塾右王舎

講　師／岡野　友彦（皇學館大学文学部長）

参加 費／ 一般 1,500円　　会員 1,000円

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251

　五十鈴茶屋節気菓子
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毎夜少しずつ姿を変える月には、三日月や満月など様々な呼び名があります。

こし餡の蒸し羊羹に栗を仕込み、美しい秋の夜空を表しました。

「初雁」とは、その年の秋、初めて姿を見せた渡り雁のことです。

山芋を使った薯蕷生地で白餡を包み、雁の飛ぶ姿を表しました。

伊勢の野山も秋の装いになり、木々の葉が美しく彩り始めました。

川面の様子を寒天で表し、伊勢からの秋便りを届けます。
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